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ねじ頭部をカバーするチューリップ型プローブ

回転プローブとHDR 18/2-2高耐久
ローターを用いた割れ、欠陥検査

高回転数により実現した高速検査

アプリケーション例：
• 1または2チャネルRS回転プローブを用いたホール検査
• 1または2チャネルRST回転ディスクプローブを用いた

表面検査
• 1または2チャネルチューリップ型プローブを用いた

ナット、ねじ頭部検査

最大検査スピード毎分240個の実績

ねじ頭部、ナットや類似部品検査に特化したプローブ形状
プローブ内部に1または2つのコイルを搭載

検査プロセス：

検査体を定位置に固定し、検査部位をカバーするようにプ
ローブが移動。2回転（約10ミリ秒）後、検査が終了しプロー

ブは初期位置に後退。次の検査体が定位置に固定され、以
下同様に繰り返す。


